
中国語2音 節語の音声的実現

明竪 勇

第1節 はじめに

本稿は、現代中国語(共 通語)(以 下 「中国語」と称す)の 主に2音 節語について、実験

的手法を用いた細密な音調観察にもとづき、声調の異同を論じ、発音上の注意点を検討す

るものである。本稿で用いる

用語について、あらかじめこ

こで紹介してお く。本稿が考

察する中国語の基本声調には

「1声」 「2声」「3声」「4声」

の4つ がある。標準的な概説

ゐ
蘭

中

低書 で あ る 林
・王(Li。

,W。ng)(1)

(1992)に よれば、1声 とは高く

平 らな声調である2声 とは急

な尻上がりという声調である

3声 とは低 く抑えた声調である、

4声 とは急な尻下が りという声

調である。それぞれをイメージ

で表す と図1の ようになる。

これら4つ の基本声調以外に、

「軽声」というものがある。や

はり林 ・王(1992)に よれば、こ

れは前の音に続けて、弱 く短く

発音する。図2は 、日本語の

1声一
2声

,.K3声

4声

図1中 国 語1声 、2声 、3声 、4声 の イ メ ー ジ で あ る 。
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図2軽 声のイメージ("愛 人(airen)場 合)

「妻」を意味する中国語"愛 人"(airen)の 後 半"人"(ren)が 、軽声で、弱く短 く発音され

る様子を、音声波形(上 図)とFO(下 図)で 表したものである。但し、軽声は、前の音節

の声調によって音の高低さが変わることもある。

さらに、変調として 「半2声 」「半3声 」「半4声 」がある。昊(Wu)(2003)に よれば、半

2声 とは声調上昇する時に、ゴールまで行かず、途中で発音が止まる。また、3声 は一般に、
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一旦下降してか ら徐々に上がるという特徴があるが
、半3声 は一旦下がると上昇しない。

半4声 は高音域からゴールまで下がらず、途中で止まると紹介してお り、基本声調もあわ

せてそれぞれイメージを図で示すと図3の ようになる。

尚

中

図3半2声 、 半3声 、 半4声 の イ メ ー ジ

第2節 中国語の2音 節語の声調

2.1.先 行研究の到達点と問題

中国語の2音 節語の声調については、先行研究が少なくなく、これまでにさまざまな研

究成果が蓄積されている。代表的と思えるものを4点 挙げておく。

林(1985)は 、北京方言話者が、

4声の音節と・4声の音節から成1声(55)

る2音 節語(以 下 「4声+4声 」

と略記する。他も同様)に つい

て、前半の4声 を1声 で発音す

るという傾向調査を行った。結

果、話者の知識 ・教育 レベルが

高いほど、その傾向が少ないと

述べている。趙(Chao)(1933)

は、4声+4声 について、前の

2声(

3声(214)

51)

図45度 標調法

4声 は低音域まで降下せず、半ばで止まり、図4の ように、5度 標調ta(%表 す と53+51、 あ

るいは小さな51+大 きな51に な ると指摘している。

曹文(CaoWen)(2002)は3声+3声 のように2つ の3声 が連続 した場合、声調が変化す

ることを述べ、"近 古"(yuangu)、"栗 弓"(maima)、"土 改"(tugai)等 の例を挙げて、大抵、

前の3声 が2声 になるとしている。また、第1音 節の変化はなく、第2音 節は軽声になる場

合もあるとしている(例:耳 朶(erduo)、 姐姐(jiejie)、椅子(yizi)等)。 さらに、第1音 節

も第2音 節も変化があり、第1音 節が2声 になり、第2音 節が軽声になる場合もあるとし
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ている(例:小 姐(xiaojie)、 手法(shoufa)ii井 法(jiangfa)等)。 また、4声+4声 の場合、

前音節の音域は後音節よりやや高いものの(以 下これを 「 一」のように表す)、 基本的に

それぞれの声調形状は変わらないと述べている。

昊沽敏(2003)は 、3声+3声 は2声+3声 と同じ発音になるとしている。また、3声 は1

声、2声 、4声 、軽声の前では半3声 になる、2声+2声 は前の2声 が半2声 になる、4声+

4声 の場合も前の4声 が半4声 になると主張している。

これらの先行研究によって多くの事実が明らかになったことは疑いのないことである。

しかしながら、これらの先行研究が十分で、まったく問題がないというわけではない。ま

ず指摘 しなければならないのは、従来の研究には、研究者によって音調記述に食い違いが

生じる場合があるということである。

具体例を挙げれば、4声+4声 について曹文(2002)は 「一一」のように、前音節の音域

は後音節よりやや高いものの、基本的に声調形状は変わらないと述べているが、趙(2000)

では、前音節の声調51は53あ るいは小さな51と されており、後音節は51と なる。要する

に前音節と後音節の音域は同じであり、基本的に声調形状は変わ らないと述べてお り、両

者は矛盾している。

2+2の 場合は、昊沽敏(2003)は 「一 」のように、前音節の音域は後音節よりやや低

いとし、前音節は35か ら34に 変わるが後音節は変わらないと指摘 したが、呉宗済(1992)

は 「一一」のように、後音節の音域は前音節よりやや低いと述べている。っまり、両者は

正反対の観察を行っている。

また、上で紹介した主な研究以外にも、いくつかの研究があるとはいえ、これまでの観

察は断片的なものであり、2音 節声調の基本的な16通 り(基 本4声 調×基本4声 調)の う

ち、ごく一部にしか光を当てていない。したがって、2音 節の発音全般についての趙(2000)

や曹文(2002)の 記述の妥当性も、厳密には検証できていないことになる。

以上で述べた、先行研究の到達点と問題は、次の表1の ようにまとめられる。

表1先 行研究の到達点と問題

声調11 従来の研究

1十1
前音節の音域は後音節よりやや高いが(「 一一」)、基本的に声調形状は

変わらない(曹 文(2002))。

1十2
(3)十 分 ま とめ られ て いな い
。

1十3 十分まとめられていない。

1十4 十分まとめられていない。

2十1 十分まとめられていない。

2十2

前音節の音域は後音節よりやや低い(「一一」)。前音節は35か ら34に 変

わる。後音節は基本的に声調形状が変わらない(昊 沽敏(2003:87-100))。

しかし、呉宗済(1992)は2+2の 場合は、(「 一」)の ように、後音節

の音域は前音節よりやや低いと述べている(呉 宗済(1992:34-35))。
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2十3 十分まとめられていない。

2十4 十分まとめられていない。

3十1 3声 は半3声 で発音される(昊 沽敏(2003)(2003:90))。

3十2 3声 は半3声 で発音される(昊 沽敏(2003:90))。

3十3

たいてい、前の3声 が2声 になるが、前の3声 は変わ らず後ろの3声 が

軽声になることもある。前の3声 が2声 に、後ろの3声 が軽声になるこ

ともある(曹 文(2002))。3声+3声 の場合と2声+3声 の単語声調の区

別は弁別しにくい、むしろ同じである(昊(2003))。

3十4 3声 は半3声 で発音される(昊(2003:90))。

4十1 十分まとめられていない。

4十2 十分まとめられていない。

4十3 十分まとめられていない。

4十4

前音節の音域は後音節よりやや高いものの(「 一一」)、基本的に声調形

状は変わらない(曹(2002))。 前音節の声調は後音節声調の小さいバー

ジョンである。つまり、前音節51は53あ るいは小さな51に なるが、前

音節と後音節の音域は変わ らない(趙(2000))。

全般 (軽声 を除けば)第2音 節の発音は第1音 節より重たく長い(趙(2000:

58))。

2.2,本 稿の新規性

いま述べたように、研究者 どうしの記述の食い違いが生じる原因は、これまでの研究が

声調記述に際してもっぱら研究者の主観に基づき、客観的な認定手段を何ら用いなかった

という点にある。

もちろん、声調は韻律つまり超分節的音素(suprasegmentalphonemes)の 一種である以

上、イーミック(心 理的 ・文化的)な 概念であって、エティック(物 理的・客観的)な 概念

ではない。したがって、声調観察において物理的 ・客観的な測定が主観的な聴覚印象より

も常に無条件で優先するというわけではない。だが、研究者間で記述が揺れる上記のよう

な場合には、まず必要なのは、主観を排した客観的な手段を用いて、実態を明らかにする

ことだろう。

そ こで本稿では、音響分析装置を用いて、中国語話者の声調を可能なかぎり客観的に測

定するという手法を採用する。音響分析装置を用いた、中国語話者の音調分析は、新しい

ものではない。古くは林 ・王(1992)、 最近でも朱(2006)な ど、注目すべき声調研究があ

る。だが、それらの研究は主に1音 節の観察に集中しており、2音 節の音調分析はまだなさ

れていない。

本稿は、音響分析装置を用いた客観的測定法に基づき、これまで十分に観察されていな

い2音 節語の声調を、16通 りすべてを網羅する形で明らかにする。今回は軽声をデータ分

析として扱っていなし禦

(4)
-105一



2.3.具 体 的な方法

本稿のもととなった音響実験の方法について述べておく。被験者は中国語(北 京語)話

者4名 であり、その内訳は以下のとおりである。

話者A男 性 北京出身25歳 話者B女 性 北京出身26歳

話者C男 性 吉林省〔5)25歳 話者D女 性 吉林省出身28歳

これらの話者に、準備された2音 節語を発音させ、録音、分析 した。

2音 節語のス トレスが、要素どうしの意味関係(並 列か、非並列か)や 、語としての品

詞(名 詞か、動詞か)と 関係するという先行研究があ り(股(1982))、 これが もし正しい

とすると、声調も意味関係や品詞 と関係する可能性がある。そ こで本稿では、2音 節声調

の基本的な16通 り(基 本4声 調×基本4声 調)の 観察を中心 としつつ、この点を確かめる

ため、2音 節語を 「並列か、非並列か」「名詞か、動詞か」の4パ ターン(2通 り×2通 り)

に分け、1パ ターンずつ観察 をおこない、意味関係や品詞によって声調に違いが現れるか

どうかを観察した。

これ らの2音 節語を神戸大学総合人間科学研究科の録音室で発音してもらった。発音の

方法は、特に感情を込めさせない方法で、朗読させ、またその発音を(ラ ンダムな順番で)

聴解してもらった。たとえばCampbell(2000)が 「実験室的環境での音声は、実験室的環境

での音声でしかない」と指摘するように、中国語話者の声調が、実験室的な環境で発せ ら

れた場合と、自然環境で発せ られた場合で異なる可能性は否定できないが、本稿ではもっ

ぱら実験室的な環境での声調分析に集中する。それは、音響分析装置を用いる都合上、コ

ントロールされない自然環境での音声が、現段階での音響分析装置での分析 になじまない

点が依然多いという事実を考慮したものである。被験者が発音する際の、口とマイクの距

離は12cm～18cmで あ る。録音にはICレ コーダー(SanyoICR-S300RM(S))、 分析には

音声分析装置マルチスピーチ(KAY社)とSugiSpeechAnalyzer(㈱ アニモ)を 用いた。

第3節2音 節語の音調観察

3.1.語 の構造や品詞の影響を検証する実験とその結果

2音 節語の声調を観察するための前提として、2音 節語の構造や品詞が音調に影響を及ぼ

すかどうかを調べるため、まず、単語構造を並列の語、非並列の語(こ れはさらに細分化

される)に 分け、さらに語の品詞が動詞か名詞が睾区別 した。

実験に用いられた単語は、結果をより正確に出せるように、破裂音、摩擦音などができ

るだけ入っていないもので、全部で112個 あ った。品詞や構造によっては、破裂音、摩擦

音などの単語も入れたが、それらは約2割(22個)に とどまった。
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実験に用いられた語のリス トを付録に示す。被験者は先に紹介 した中国語(北 京語)話

者4名 で、付録の語を5回 発音してもらった。

付録 表2実 験に用いられた単語のリス ト

動詞(並 列)v+v

1十1 1十2 1十3 1十4 2十1 2十2 2十3 2十4

{畏依 哀怜 医理 安慰 蒸煎 游玩 来往 朕絡
・.

wely1 ailian yili anwei
o,

aOJIan youwan laiwang LianlUO

3十1 3十2 3十3 3十4 4十1 4十2 4十3 4十4

累圧 挽留 領有 笏絡 按圧 按摩 唄芥 愛慕

leiya wanliu lingyOU longluo anya anmo
●
welyang aimu

動詞(非 並列)v+v

1十1 1十2 1十3 1十4 2十1 2十2 2十3 2十4

拉秩 拉延 抹股 哀怨 團繊 熟油 流箆 磨綜

1ayang layan malian
,

alyuan
o.o

welJlan aoyOU liulan molian

3十1 3十2 3十3 3十4 4十1 4十2 4十3 4十4

領圧 拾劫 領弄 礼遇 槍争 這菅 閲覧 磨用

lingya
,●.

qlangJle lingyang liyu lunzheng
騨

yunylng yuelan
o

ylngyong

動詞(非 並列)v+(n/adj)

1十1 1十2 1十3 1十4 2十1 2十2 2十3 2十4

圧椋 悦媒 押礼 押韻 欄腰 磨牙 圓読 蒸夜
.●

yaJlng shuomei yali yayun lanyao moya yuanhuang aoye

3十1 3十2 3十3 3十4 4十1 4十2 4十3 4十4

養傷 咬牙 養老 引路 暴音 焼油 碍眼 按肱

yangshang yaoya yanglao yinlu 1uyin lianyOU
●

alyan anmai

動詞(非 並列)(n/adj)+v

1十1 1十2 1十3 1十4 2十1 2十2 2十3 2十4

秋牧 安眠 聲討 微笑 直観 嚴防 嚴守 林立

qiushou anmian shengtao weixiao zhiguan yanfang yanshou 1inli

3十1 3十2 3十3 3十4 4十1 4十2 4十3 4十4

髄貼 耳聞 瓦解 頑遇 預約 外流 預演 獣認

titie erwen
曾り

waJle liyu yuyue wailiu yuyan moren
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名詞(非 並列)n+n

1十1 1十2 1十3 1十4 2十1 2十2 2十3 2十4

巫師 淵源 阿斗 陰歴 牛蛙 漁民 魚網 園藝

wushi yua旺1yuan adou yinli niuwa
,

yumln yuwang
●

yuany1

3十1 3十2 3十3 3十4 4十1 4十2 4十3 4十4

野鴨 語文 母語 禮物 夜鶯 寓言 韻母 韻味

yeya yuwen muyu 1iwu
●

yeylng yuyan yunmu
.

yunwe1

名詞(非 並列)n+(v/adj/)

1十1 1十2 1十3 1十4 2十1 2十2 2十3 2十4

公約 聲療 蛙泳 心願 郵識 檀聯 管養 言論

gongyue yiliao wayong
o

Xlnyuan youchuo yinglian
・

ylngyang yanlun

3十1 3十2 3十3 3十4 4十1 4十2 4十3 4十4

小倫 影迷 口吻 語景 血堅 例言 樹獺 月量

xiaotOU
o,

ylngml kouwen yulu xueya liyan shulan yueyun

名詞(非 並列)(v/adj/)+n

1十1 1十2 1十3 1十4 2十1 2十2 2十3 2十4

医生 陽云 飛語 拉面 游資 來文 揺椅 疑案

yisheng yinyun feiyu lamian
,

yOUZ1 1aiwen
り

yaoy1 yian

3十1 3十2 3十3 3十4 4十1 4十2 4十3 4十4

老鷹 老農 野馬 引力 浴衣 怨言 暗語 烙印

laoying 1aonong yema yinli yuyi yuanyan anyu 1aoyin

これらの発音を検討 した結果、2音 節語の構造や品詞は語の音調に明確な影響を与える

ことはないということがわかった。たとえば、"悟 文"は 並列構造で、"咬 牙"は 非並列構造

(v+n)、"耳 同"は 非並列構造(n+v)だ が、下図に示すように、音声波形においても＼

FOに おいても、これら3語 の音調には、それぞれのFOは110-130Hzあ た りを始点とし、2

音節目にかけて下降し、再び語末にかけて、急上昇するという点 においては、同じパター

ンを持っている(図5)。

また、たとえば、"儂 依"は 動詞で、"公 釣"は 名詞だが、これらも下図に示すように、音

声波形においてもFOに おいても音調に目立った違いがない(図6)。 前音節が語全体 と同

じ品詞(つ まり統語的な主要部)で ある場合は、前音節の方を高く(「一一」と)発 音する

場合が多く、逆に、後音節が語の統語的な主要部である場合は、前音節と後音節を同じよ

うな高さで(「 」)と 発音する場合が多いようにも思えるが、語数が限られているこ

ともあ り、明瞭な違いではない。
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一… 語 文 噌一　一　 『一咬 牙 『 一耳 酊 … ㎜一
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図5"悟 文、咬牙、耳「司"について、音声波形とFOを 同期してもらった図(左 からこの順

で)

恨 依 公 釣

漕 ㌔隔蝸層.扁♂'。 舗噛 凸!柵'一 榊㌔知"一 ・・ 韻_

図6"恨 依""公 釣"そ れぞれについて、音声波形とFO(左"依 慣"、 右"公 釣")

この結果を受けて、以下では語の構造や品詞にはこだわらずに例を挙げる。

3.2,前 音節が1声 の場合

表3に 挙げる4つ の単語は、いずれも前音節が1声 である。これらを、単語単独で、そ

してセンテンスに入れた形で、5回 ずつ被験者に発音 してもらった。

表3実 験に用いた、前音節が1声 の2音 節語

声調 1十1 1十2 1十3 1十4

単語 医生 阻云 1尤美 拉面

ピンイン yisheng yinyun youmei lamian

センテンス 速位医生恨有名 速困閉云在他心中 好1尤美的音朱 速碗拉面真好吃

捕 ト ー酬ト ー ○嚇一 一轍 ト

医生
㌔.
{レ 「 隔■一刷L

図7

明 云 ・仇 美 拉 面
,"〆 「㌦

ノ・留 ＼
ぱ も な・鳩 ご

"医 生""陽 云""伏 美""拉 面"の 音 声波 形 とFO
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図8セ ンテンス"速 位医生恨有名"の 音声波形 とFO

これら4語 の発音を代表的と思える発音の、音声波形 とFOの 図7と して挙げる。また、

センテンスに入れた形についても同様に、音声波形とFOを 図8と して挙げる。これ らを

観察すると、次のようなことがわかる。

まず、1声+1声 の場合についてである。この場合、ダウントレンド(Down-trend)の

影響として、前の1声 の方が後ろの1声 よ りも高 く発音される(つ まり 「 一」のように

なる)と 言われている(曹 文(2002))。 た しかに、そのような語も存在するが(た とえば

図9)、 そのような語はむしろ例外であり、むしろ多くの場合、前の1声 と後ろの1声 の高

さは変わ らない(つ まり 「一 一」のようになる)こ との方が多い(た とえば上の図ぎ孔

一 牌曜備糊榊卿㎜脳一

公 約

ウ 申 中?や+φ や ウ 壱 ←+† 千 ←† 噛 命 骨
金?† 讐 封 輔'曾 ㌔ 曽 ・

・… ㍉.㌔ 督

図9"公 釣"「 一 」 の 音 声 波 形 とFO

次に、1声+2声 の場合についてである。前の1声 は変わらず、後ろの2声 も大きな変化

はない。上昇が若干小さくなる(25か ら24と 言 うべきかもしれない)よ うに思える場合も

あるが、2声 の音節を単独で発音させてはいないので、憶測の域にとどまる。今後さらに

検討したい。音域としては、前の1声 の方が高い。単語のみ発音した場合の例を図10に 、

センテンスに入れて発音した場合の例を図11に 挙げる。

一一 一棚 唖轍㎜ 幣禰醐 鰍鰍 購幽M一

陰 雲

図10"陰 雲"単 語のみ発音した場合の音声波形(上)とFO(下)
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'陰 勇
酋

図11セ ンテンスの中に1声+2声 を入れた場合の音声波形(上)とFO(下)

さ らに、1声+3声 の場合についてである。では、1声 の発音は3声 よ り高く、3声 は半

3声 で発音され、上昇しない。単語のみの場合を図12、 センテンスに入れて発音した場合

を図13に 挙げる。

一 ◎ や一一… 御 噂帥一 一 一一釧 レ」一 一d騨 一 一

∵

仇美 仇美
♂一}㌧}一}㌔ ㌦

、 ∴・ 、9』3.

仇美 仇美
{」 圃■{■rb

「隔・
.=㌧7

図12単 語だけを発音した1声+3声 の音声波形とFO

:襲

:=

濡

1::

欝

好 ヴ亡 美 的音 尿

図13セ ンテンスの中に入れた1声+3声 の音声波形(上)とFO(下)

最後に、1声+4声 の場合について。この場合、2点 の観察が得 られた。第1点 は、前の

1声 よりも、後ろの4声 の最初の発音がやや高いということである。たとえば図14を 見る

と、前音節の"拉"は 高い音域で水平に伸びているが、後音節"面"は 前音節よりさらに上

がってから、急に下がっている。 これはセンテンスの中に入れて発音された場合にも観察

される(図15)。
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図15セ ンテンスにおいて"拉 面"の 音声波形とFO

第2点 は、後ろの4声 は初めに短く上昇するということである。 これは、第4声 の基本

パターンは音節の初めに短い上昇部を持つとした朱(2006)を 追認するものである。たとえ

ば図14を 単語1声+4声 だけを単独で発音した場合の音声波形(上)とFO(下)見 ると、

"面"(
mian)の"m"の 発音は一旦上がって下がるのを、明らかに表 している。これはセ

ンテンスの中での発音にも観察される(図15)。

3.3.前 音節2声 の場合

次に、前音節が2声 の単語とセンテンスの音調を観察する。表4に 挙げる4つ の単語は、

いずれも前音節が2声 である。これ らを、単語単独で、そしてセンテンスに入れた形で、5

回ずつ被験者に発音してもらった。

表4実 験に用いた、前音節2声 の2音 節語

声調パターン 2十1 2十2 2十3 2十4

単語 牛蛙 游玩 来往 朕絡
ピンイン niuwa youwan 1aiwang 1ianluo

セ ンテンス
迭稗牛蛙恨

好吃的。

我到処游玩

了一下。

和他来往不

多。

清 朕 絡 一

下。

上記4語 の代表的と思える発音について、音声波形とピッチをシンクロしたものをそれ

ぞれの図として挙げる。
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図162声+1声 の"牛 蛙"音 声波形とFO
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図172声+1声 の"速 秤牛蛙恨好吃的"音 声波形とFO

まず、2+1の 場合では、1声 は2声 の高い所か ら少し降下 している。1+2の 場合では、

明らかに1声 の方が高いが(図9、10)、2声+1声 の場合なら、図16の ように、2声 のピッ

チレジの高い所は1声 より高い事が分かった。ダウンステップのため、前音節は後音節の

発音より高い。1+2は1声 の発音が高い、2+1な ら、2声 は前音節になるため、発音が

高い、1声 は後音節になり、発音が弱くなってくる。朱(2006)は 、1音 節における、第2

声無表情の発音の場合、音節の前半では中程度の高さを保ちながらほぼ平板に伸びていき、

後半はゴールに向かって緩やかに上昇していくのが特徴であると指摘 した。今回の2音 節

無表情発音においては、上記の2+1の 図16、 図17の よ うな、2音 節において、音節の前

半では、中程度の高さを保ちながらほぼ平板に伸びていくのではなく、一旦下がってから

緩やかに上昇するという特徴が見られた。それは4声 の上がり下がりと一致している。高

い声を出す前に、一旦下がる、低い声を出す前に一旦上がるという生理機能のためだとも

言えるだろう。

次に、2+2の 場合は、昊(2003)が 、"一一"の ように前音節の音域は後音節よりやや低

い、前音節は35か ら34に 変わる、後音節は変わ りがない、基本的に声調形状が変わらな

いと指摘したが、今回の研究結果によると、前音節の平均 ピッチレンジは212Hz～256Hz

であ り、後音節の平均毯 ッチレンジは189Hz～204Hzで あった。従って後音節の方が前音

節よりFOが 低かった。これは先行研究と、反対の結果である。
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図182+2声"游 玩"単 語やセンテンス上の音声波形 とFO

また、昊(2003)の 前音節は35か ら34に 変わる、後音節は変わ りがないという指摘にっ

いては、実験の結果によると、後音節のピッチ レンジは前音節より低い。それはDowntrend

(ダウントレンド)の 影響で、2音 節単語2声+2声 の場合は、[2(3)5]+[2(3)4]と 考 えられ

るからである。図18の ように、単語においても、センテンスにおいても、2+2声 の場合、

前音節2声 は後音節2声 よりやや高い傾向が現れている。

さらに、2+3の 場合、図19の ように単語やセンテンスにおいて、2声 の方が高い。後

音節3声 のピッチレンジは[214]か ら[41]に 変更されている。さらに、前音節と後音節の間

にはポーズがなく、そのまま2声 の最高点か ら3声 の下降のゴールまで移行する。その声

調変化の動きは1+3の 動 きは一致 している。
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図192+3声"来 往"単 語やセンテンス上発音の音声波形とFO

最後に、2+4の 場合では、図20の ように、2声 の発音が高い、4声 は2声 の高い所か ら

低い所にいく。
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図202+4声"朕 絡"単 語やセンテンス上の音声波形とFO
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3,4.

前音 節3声 の場合、表5を 単語、センテンスに分け、被験者は先に紹介 した中国語(北

京語)話 者4名 で、別々に5回 発音してもらった。

表5実 験に用いた、前音節が3声 の2音 節語句

声調パターン 3十1 3十2 3十3 3十4

ピンイン yeya yuwen muyu liWU

単語 野鴨 語文 母語 禮物

センテンス
速只野鴨恨

可愛

下乖裸是悟

文裸

他的母悟是

英悟
迭介礼物是

給我的

まず、3+1の 場合では、図21の ように、3声 よ り1声 の方が高い。前3声 は{21】と発音

する。1声 は[55]と 発音する。また3声 と1声 の間は、少 し間隔が空いている。なぜ声調と

声調の間には間隔がある場合と、間隔がない場合があるのだろうか。
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図213+1声 単 語"野 鴨"上 の音声波形とFO
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図223+2声 単語"語 文"上 の音声波形とFO

それは、前音節の末の発音と後音節の始まりの発音と関係している。前音節末の音域の

高さと後音節の始まりの音域の高さの差があまりない場合には間隔がない。一方音域の高

さの差が大きくなると、図21の ように間隔があると考えられる。
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次に、3+2の 場合は、図22の ように、先行研究と一致している・前3声 は[21】と発音す

る。2声 は[24]と 発音する。2声 の発音は高い。また2声 は3+2の2音 節の発音上において

は、一旦下がってからまた緩やかに上がるが、これは発音のしやすさと関わ りがあると考

えている。

さらに、3+3の 場合、一般的には、前3声 は2声 にな り、後3声 は半3声 になる。

曹文(2002)中 国語の2音 節語3声+3声 連続変調において、"上 上相連"の ように・2つ

の上声(3声)が 連続 した場合は声調が変化することと、普通話において、2つ の上声が連

続している場合は、大抵、第1上 声が陽平(2声)に なることを説明している。また、第1

音節の変化はなく、第2音 節は軽声になる。第1も 、第2も 変化があり、第1音 節は陽平に

な り、第2音 節は軽声になる。昊(2003)は 、3声+3声 の場合と2声+3声 の単語声調の区

別は弁別 しにくく、むしろ同じであると指摘 している。また曹釧芽(1995)は 次 の3つ のタ

イプ(A～B(2))に 分類 している。

A:第1音 節の上声は陽平になる。

B(1):第1音 節の変化はなし、第2音 節は軽声になる。

B(2):第1も 、第2も 変化があり、第1音 節は陽平になり、第2音 節は軽声になる。

AやB(2)の 場合は、音調の変化があるものの、第1音 節と第2音 節の意味は変わ らな

いが、B(1)の 場合は、第2音 節の意味は弱くなるか、さらには意味を持たなくなる場合

もある。それ以外に、3+3音 節の声調変化については、沢山先行研究があり、また複雑な

ので、別の研究に譲る。

最後、3+4の 場合では、4声 の発音が高い。3声 は1声 、2声 、4声 と連続すると、大体

半3声 になり、3声+3声 の場合は2声 になる。今回の実験では1声 、2声 、4声 とその前

の3声 の声調変化について、先行研究を裏付けることが出来た。3声+4声 の図23を 見 る

と、まるで、小さい4声+大 きな4声 に見える。
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図233+4声"禮 物"の 音声波形とFO
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3.5,前 音節4声 の場合

前音節4声 の場合、表6の ように単語、センテンスを被験者に別々に5回 発音 した。

次、前音節4声 の2音 節声調実験を行い、それぞれを音声波形とピッチをシンクロした。

先ず、4+1の 場合では、4声 は1声 よりピッチが高い。1声 は4声 の高い音域よりやや低

い所からほぼ水平に行く。1声 の音域の一番高い所と4声 の高い所と比較すると、やはり4

声のほうが明らかに高いと判断される。また第4声 の基本パターンは音節の始めに短い上

昇部を持つという指摘については、1音 節、また2音 節の4声(前 後音節)の 場合大抵短い

上昇部を持っている。またセンテンスにおいても、図24の ように"録 音"の"録"は4声 で

表6前 音節4声 の場合の単語やセンテンス

声調パターン 4十1 4十2 4十3 4十4

単語 景音 怨言 閲覧 磨用

ピンイン Iuyin yuanyan yuelan yingyong

センテンス
迭是暴音用

的磁帯

母来毫元怨

言地干活

妹妹在渕箆

室看朽

将学到的知

枳1立用到生

活中

.哩 …葦 脚tt● ● 旦雪●●{齢 罵欄 撃●●#● ●!`◎●{響 認 脚◎ や●● …欝 塁距・ 嘩彊1… 璽●●e騨 齢`・9麗》

4

鵠

畑

購

噌

鶏

髄

鴨

噌

嶋

最音 最音

}

,

.

・○

へ へ ・ノ～
、:

最音 最音

ぐへ

、

噌

●

亀
"＼

図244+1声"景 音"の 単語やセンテンス音声波形とFO

あ り、一旦下がってから上がるのは、4声 の特徴であり、また"録 音"の 後の"用"は 丁度4

声である。"録 音用"は4声+1声+4声 パ ターンになる。ここで3っ の結論が導かれる。①

前述の1+4声 パターンでは、4声 のピッチが高いという結果が再度確認出来た。②4声+1

声パ ターンも4声 のピッチが高い。③4声 が一旦下がってか ら上がるのは、4声 の特徴とい

う指摘を裏付けることが出来た。

次に、4+2と4+1を 比較してみると、図24の ように4+1の 場合は、4声 と1声 の間に

間隔があいている。また4+2の 場合は、図25の ように、4声 から2声 に緩やかに変化し、
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間 隔 が あ い て い な い 。 ま た 、 後 音 節2声 は 、 元 の 発 音25(35,34,24)か ら13に 変 化 し て い

る 。

建 鍵006DOSOO!2001500!8SOEtDe霞4aD2～oe30eeg3003600電SOD42014500弓eoa5.10e(鯖sec)
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図254+2声"怨 言"音 声 波 形 とFO
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図264+3声"閲 覧"音 声波形とFO

なぜ4+1声 の場合は間隔があり、4+2声 の場合は間隔がないのか。それは4声 の末発音

の低さと1声 の頭、また2声 の頭の発音の関係と関わっている。上述の3.4節 の間隔がある

かないかについて、もう一度判明することになる。

さらに4声+3声 で は、3声 は半3声 で発音し、4声 のピッチが高いことが分かった。

また図26の ように前音節4声 は高い所から低いゴールに移動する。また3声 はさらに4声

末の発音より低 く、[21]、[11]、軽声と発音すると考えられる。

最後4+4の 場合は、趙(2000)前 音節の声調は後音節声調の小さいバージョンであると

指摘 している。つまり、前音節51が53に 変わり、前音節と後音節の高音域が変わらない。

また昊(2003)も4声 と4声 が連続するときに、前音節4声 は[51]か ら[53]に 変わり、半

3声 になり、後音節は原調になる。
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図274+4声"慮 用"の 単語やセンテンス上の音声波形とFO
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つまり[53]+[51]に な る。前4声 の声調が高 く、後4声 は前4声 よ り低い。 しかし、単語

やセンテンスの図27の ように"応 用"は4声+4声 で あり、曹(2002)は 、4声+4声 の場合

は"一 一"の ように、前音節の音域は後音節よりやや高く、基本的に声調形状が変わらない

と主張している。今回の実験によると、筆者は曹の主張と一致 している、後音節の4声 は

前音節よ り低く、また音域については、前音節より明らかに低い事が分かった。

第4節 まとめ

本稿では中国語2音 節の場合を中心に、声調実現に関する実験音声学的研究を行った。結

果は先行研究 と一致する部分もあれば、ずれた部分もある。

前述のように、音声実験を行い、細かい声調の動きを分析するという点において、先行

研究にはまだ改善の余地がある。今回の実験は中国語2音 節語句を中心に、詳細に観察し

た上で、分析を行った。

同じ声調を組み合わせた時(3声+3声 を除く)に ついて、趙(2000:58)は 、 中国語で

は2音 節を連続発音する際に、第2音 節の発音は第1音 節より重たく、長いと指摘 した。ま

た趙(2000)は 、(軽 声を除いて)前 音節の声調は後音節声調の小さいバージョンであり、

前後の高い音域は変わらないと指摘 している。しかし、曹(2002)は 、1+1、2+2、4+4

の場合は、"一一"の ように、前音節の音域は後音節よりやや高く、基本的に声調形状が変

わらないと指摘していた。つまり、後音節の音域の高さが変わると考えている。今回の実

験によると、2音 節語については、基本的に趙の考えに従ってお り、前音節の声調は後音節

声調の小さいバージョンであるが、前後の高い音域が変わらないという点については、若

干のずれがあり、曹と一致している。やはり、前音節は後音節よ り音域がやや高いようで

ある。但し1+1の 場合は、筆者は曹の考えと違い、2パ ターンにわかれるのではないかと

考えている。2音 節において、前音節と後音節の発音する際、前音節と後音節の声調の組み

合わせによって、声調実現が変わる。本実験によると、一般的に前音節の末が高(低)く 、

後音節の始まりも高(低)い 発音の場合は、前音節と後音節の間には、間隔がない。要す

るに前音節の終わ りと後音節の始まりは、近い音域になる場合は、前音節から後音節に緩

やかに変化するため、間隔がない。逆の場合なら間隔があると考えられる。また、前音節

と後音節の声調が同じになる場合は、基本的に前音節は後音節よりピッチが高いというこ

とが分かった。(3+3声 と1+1声(一 部)を 除く。)

また、第2節 に述べた先行研究の中で十分にまとめていない所を観察した上で、考察や

整理を行った。例えば、従来、3声+非3声 の際に、3声 はどのように動くかに関する研究

は多 くされている。一方、非3声+3声 の場合は、3声 はどのように動くかについて、また

十分に研究されていない。 これについて、本稿は新たな観点を述べた。それ以外にも、前

音節(各 声調)+後 音節(各 音調)や それぞれの組み合わせも詳 しくまとめることができ
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た 。

注

(1)中 国語の知 識 を持たな い読者 のた めに、 中国語 には初 出時 点で それ ぞれ ピ ンイ ンを付 ける。

(2)趙 自 らが作 り出 した 声調 記述 法であ り、 これ によれ ば1声 は55、2声 は25、3声 は214、4声

は51に な る(図4)。

(3)"十 分 ま とめ られて いな い。"と い うの は、いま まで、主観的 な考察 が多 く、客 観 的な実 験 を用

いて、客 観的 、系統 的 にま とめ る手法 はまだ適 切では な い。

(4)今 回の実験 で は、中国語 の軽 声は声 調 としては扱 ってお らず、今 後 の研 究 に譲 る。

(5)話 者CとDは 、吉林 省 に生まれ たが、 北京で生活 して いた。

(6)2音 節 語の 品詞 は、動詞 や名 詞の他 に、形 容詞や 副詞 な どにな る場合 も多 いが 、今 回の実 験で
は、中心 的 と思 われ る動詞や 名詞 だ けを実験対 象 とす る。

(7)図8のfO曲 線 を厳 密に観察 す ると、前の1声 よ り後 ろの1声 の方 が高 く(つ ま り 「一 」の よ

う)な って いる とも思 え るが 、筆者 の聴覚 印象 を優 先 させ、本 稿で はそ の可能 性 は追求 しな い

こ とにす る。 先に も述 べた よ うに声調 はイー ミックな もので あ る。

(8)平 均 値は(5人 の ランダム4回+5人 の順番4回)÷5人 ×(ラ ンダ ム1+順 番1)×4回
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